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１ 1 人１台端末を活用した授業改善 
本校では県教育委員会より「１人１台端末を活用した授業改善」の研究指定を受けています。令和４年度か

ら取り組みを始め、２年目となります。今年度は主題として『１人１台端末を用いた「分かる」「できる」授業

づくり～２つの視点を踏まえて～』を設定し、研究を進めています。 

 主題にある「２つの視点」とは、文部科学省発行の資料の中で示されている視点です。１つは、「教科指導の

効果を高めたり、情報活用能力の育成を図ったりする視点」（視点１）であり、全ての学校で持つべき共通の視

点とされています。もう１つは「障害による学習上又は生活上の困難さを改善・克服する視点」（視点２）であ

り、特に特別支援教育において持つべき視点とされています。これまでのＩＣＴ活用推進教育において、教師

によるパソコンやタブレット型端末等のＩＣＴの活用は日常的なものとなってきました。一方で、児童生徒の

障害による困難さを補うための手段としての活用には課題があります。 

 そこで今年度の研究では、文部科学省が示す２つの視点を「児童生徒が分かる」視点と「児童生徒ができる」

視点としてとらえ、それぞれの視点での１人 1台端末（ＩＣＴ）を活用した授業づくりに取り組んでいます。 

 
〇特別支援教育におけるＩＣＴの活用について（文部科学省 2020）に追記 

 具体的には、これまで実施した授業での教師の手立てや児童生徒の様子を２つの視点から振り返り、振り返

りをもとにして、より授業や学習の目標を達成できるような１人 1台端末（ＩＣＴ）を効果的に用いた授業づ

くりを進めています。 

 

 

 12月 7日（木）には県内小中学校、特別支援学校を対象とした公開授業・授業研究会を予定しています。 



２ 【公開研修】夏のＧＩＧＡまつり 

 

 本校では、夏休みなどの長期休業を利用して、ＩＣＴ活用に関する職

員研修を実施しています。今年度は、研究の推進も兼ねて、全てを県内

小中学校、特別支援学校への公開研修として行い、県内 23校 65名（う

ち 17 名は２日間全てのコマ）にご参加いただきました。本校職員によ

る特別支援教育におけるＩＣＴ活用に係る研修やアプリケーション演習

の他、若楠療育園 金納広勝氏、長野県長野養護学校 青木高光氏を外

部講師としてお迎えし、より専門性の高い知見からのお話を頂きました。

限られた時間と内容の研修ではありましたが、これをきっかけに今後も

県内の特別支援教育におけるＩＣＴ活用について情報共

有をしながら、よりよい方向へと進めていければと思い

ます。講師をしていただきましたお二人を始め、ご参加い

ただいた皆様、猛暑の中本当にありがとうございました。 

   

   

＊外部からご参加いただいた方々の声＊（表記は原文ママ） 

・本校のＩＣＴ推進研修でそのまま話したいような内容でした。【小中学校】 

・わかりやすかったし、おもしろかったです。もっと聞きたかった。【特別支援学校】 

・視点１「わかる」と視点 2「できる」の考え方がよくわかりました。教師として自分を省みる点もあり、大変勉強になりまし

た。ありがとうございました。【特別支援学校】 

・DropTapの使い方を具体的に教えていただき、とても勉強になりました。早速使ってみたい…！と思ったのですが、佐賀市の

一人一台端末（特支学級は iPad）には、後から好きなアプリをインストールすることができず…。まずは自前の端末で試して

みようかなと思っています。アプリの使い方だけでなく、使う場面の例示や目的など、面白おかしく（誉め言葉です）学ぶこ

とができ、とても有意義でした。ありがとうございました。【小中学校】 

・子どもたちが楽しみながら学習できるようなツールをたくさん知ることが出来て良かったです。学習を支援する手立てを増や

すことができると思います。【小中学校】 

・デジタルノートを読み書き障害の児童に活用させる方法など、二学期すぐに試してみたい内容でした。【小中学校】 

・意思決定、大事だと改めて感じました。それをできる環境を整えること、様々な方法でその方にあった決定方法を準備するこ

とがいかに必要か改めて考えさせられました。【特別支援学校】 

・情報量が多く、難しい内容もありましたが、現在のタブレットの活用方法について改善点を数多く提示していただきました。

教員同士での共有や、学校の環境改善につなげて行きたいと思います。【小中学校】 

・ＩＣＴの活用に限らず、特別支援教育の考え方として「できること」から始める、主体的な活動を目指すという大切な話を聞

かせていただいてとても勉強になりました。【特別支援学校】 
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